
「豊島区自治の推進に関する基本条例」の制定と豊島区を取り巻く状況等

平成１５年３月
豊島区基本構想策定

平成１５年１０月 平成１５年１０月
豊島区自治基本条例研究会設置

平成１６年７月

平成１７年４月
平成１７年６月 ４地区でモデル実施

平成１７年７月
平成１８年３月 平成１８年３月 ２地区でモデル実施

豊島区基本計画策定

平成１８年４月
平成１９年３月 ８地区で区民ひろば実施

未来戦略推進プラン２００７策定 平成１８年７月
１地区で区民ひろば実施（計９地区）

平成１９年４月

平成２０年中 平成２０年４月
豊島区は日本一の高密都市に。

平成２１年 平成２１年度
セーフコミュニティに関する研究開始。 計１８地区、２２施設で実施

平成２２年２月 平成２２年２月
未来戦略推進プラン２０１０策定 セーフコミュニティ取組宣言

平成２２年度
１地区で自主運営モデル実施

平成２３年３月１１日 平成２３年３月
東日本大震災発生 豊島区後期基本計画策定

平成２３年３月２４日
区民を守る宣言

  平成２３年度
平成２４年２月 １地区で自主運営本格実施

アジア認証センターによる現地審査
平成２４年５月８日 平成２４年度

認証決定通知授与 ２地区で自主運営モデル実施予定
セーフコミュニティ継続宣言

認証を新たなスタートとして、 長
期的かつ持続にセーフコミュニ
ティ活動に取り組むことを宣言。
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自治の推進に関する基本条例 基本計画等の動向 セーフコミュニティの動向 地域区民ひろばの動向

参加と協働を進めるための仕組みを自
治基本条例として位置付けることを明記
した。

区民会議と区とのパートナーシップ協
定締結、区民会議正式発足

公共施設の再構築及び区有財産の活
用案

初めて「区民ひろば構想」が提示さ
れる

行財政改革プランを未来志向に。
基本政策に「安心・安全」を位置付け

６地区で区民ひろば実施（計１５地区、
１８施設）

震災と放射性ヨウ素の検出など、生活を
脅かされた区民の不安に迅速に対処す
る決意を表明。

３地区で区民ひろば実施
（計１８地区、２１施設）

豊島区自治基本条例検討委員会設
置

豊島区自治の推進に関する基本条
例議決

施策の集大成として「安全安心都市づく
り」への挑戦を掲げる。

豊島区が目指す姿として、「文化と品格
を誇れる価値あるまち」に「安全・安心を
創造し続けるまち」を加える。
様々な都市像の集大成として「安全安
心創造都市」を位置付ける。

将来像 基本方針

あらゆる主体が参画しながら、
まちづくりを推進していく

安心して住み続けられる、心のかよ
いあうみどりのまちを創造する

魅力と活力にあふれる、
にぎわいのまちをめざす

伝統・文化と新たな息吹が融合する
文化の風薫るまちをめざす
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豊島区は、日本一の高密都市であり、コンパクトな中に文化、商業、業務、居住、教

育など様々な機能が集積し、多様な人々が暮らし、活動することで活力を生み出して

います。

しかし同時に、一日乗降客数264万人の池袋駅を中心に、都内有数の繁華街が広

がっていることから、犯罪防止や環境浄化、交通事故などについての課題を抱えてお

り、地震災害に脆弱な密集住宅地が広く分布することなど、高密都市であればこその

安全課題も持ち合わせています。

また、一年間に２万人を超える転出入、単独世帯が６割を占める世帯構成、一人暮ら

し高齢者の割合の高さや、出生率の低さなどは、豊島区の特性であると同時に、地域

のコミュニティづくり、人と人の絆を広げていくうえでの課題でもあります。

セーフコミュニティ活動は、安全な生活環境を確保するとともに、地域のなかに豊かなコミュニ

ティや部門を越えた横のつながりを広げることで、安全と健康の質を高めていくまちづくり活動で

あり、豊島区の基本的な課題に対応する政策モデルです。

豊島区は、セーフコミュニティ活動を展開することで、安全を起点としてコミュニティにおける人の

絆やつながり広げ、豊かな地域力に支えられた「安心」なまちづくりを推進していきます。

地域区民ひろば構想は、年齢や使用目的によって利用に制限のあったことぶきの

家や児童館などの既存施設を、小学校区を基礎的単位とした地域コミュニティの視点

から見直し、地域の多様な活動の拠点として有効に活用できるよう再編することによ

り、もっと豊かな地域社会の形成を図ろうとするものです。

乳幼児から高齢者までの世代を越えた交流の場として、広がりある地域コミュニ

ティの活性化を図っていくこととしています。
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